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Lawrence:“There was something about it I didn’t like.” 不快なことを経験したのです。
Allenby:“Well,naturally.” まあ，それは当然というものだろう。
Lawrence:“No.Something else” いや，そういうことではないのです。
Allenby:“That’s all right.Let it be a warning.” 気に病むな。今後避けるようにすればよかろう。
Lawrence:“No.Something else.” 違うのです。そういう問題ではないのです。
Allenby:“What,then?” では，何だと言うのだね？



















性行為は誰がどうやっても，“the beast with two backs”（“la be?te a?deux dos”）にならざるを得













































































































































はならない。Lady Chatterley’s Lover の ConnieとMellors，『遠雷』の満夫とあや子，『ベッドタイ
ム・アイズ』のキムと「スプーン」の間には，心の真実の交流があるゆえに売笑関係とは無縁で，そ
の性愛描写も幸福感に満ちている。『肉体の門』は売笑婦の物語であるが，売笑ではない肉体関係であ
るから，原義的な意味でもポルノにはあてはまらない。不倫関係であっても，配偶者を裏切っている
という倫理的な問題を別にすれば，魅かれ合っているという自然がある以上，ポルノにはなりにくい。
『エロ事師たち』はポルノ産業に携わる人間たちを描いており，（Ｂ）の抜粋部は，まさに精神的交
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流のない性行為の graphicsになっている。では『エロ事師たち』はポルノなのかといえばそうではな
い。野坂の描きたかったのは，「精神的交流のない性行為」のような奇態な行為を人間はなぜするのか，
そしてなぜ金を払ってまでそういうものを見たがるのかという問いと絡み合った感慨なのであるか
ら，それがある限り，「色情をそそる」だけのポルノとは次元の違うものになってくる。しかしそこま
で認めたとしても，色情をそそる純正ポルノのどこが悪いのか，と開き直られれば，金儲けのどこが
悪いのかという開き直りにも似て，応接に窮せざるを得まい。色情も，食欲やら金銭欲やら権勢欲と
並んで，“pursuit of happiness”の一環であり，現代のブルジョワ的自由主義社会にあっては，十分
な市民権があるからだ。そもそも色情を含まない性行為というものがあるのだろうか？ある女性たち
は男性の，またある男性たちは女性の，色情を歓迎する場合もあるのではなかろうか？
文学や映画の鑑賞は，単なる消閑や商売でなければ，自分の中にある雑多な可能性の中から，顔や
指紋のように，自分にふさわしい固有の考えにたどり着こうとする企てであり，《多数者》とは，よき
につけ悪しきにつけ，自ずと袂を別たざるを得ない，個別具体化の創造的変異の芽を含むものである。
その意味では，第一回の学際・総合プロジェクト「教養」の問題と，何かしら相通ずるものがあるよ
うに思われる。何が教養かという問題に対する答えが画一的（社会的）には出せないように，何が猥
褻かという問いにも一律の答えはない。国家はそれでは困るので，適当な基準を設けて規制するので
あるが，それは事の性質上，いつも曖昧たらざるを得ないし，また根拠薄弱たらざるを得ない。しか
し《個人》の内部でなら，「ポルノ」に対する明確な基準も対応も存在し得るし，実際それがなければ，
人は性のアポリアから永久に抜け出せないままだろう。そしてその基準を形成する上で，性愛を描い
た文学ないし映画は，“food for thought”になり得るということだ。
文化には，上の階級の文化を，下の階級が模倣して，それで自分たちの文化度を底上げしようとす
る傾向が存するのはよく知られている。貴族階級の行事であった雛祭りを庶民が模倣して取り入れた
り，藁葺き屋根の家に住んでいた庶民が，武家屋敷の瓦葺きの家に憧れたりするのもその現れである。
現代の日本人はそのほとんどが，一種の集団的幻想によって，総中流的な文化度を達成したと思われ
ているのであるが，その中には性愛文化も含まれているのではないだろうか。動物的な欲望充足的な
性ではなく，幾つものステージを経て性行為に至る文化，官能性を諸感覚で味わい，時間をかけて享
楽する―?その意味ではグルメと相関性が高い―?文化は，かつては上層階級（江戸時代には富裕な町
人階級も）の独占物の如くであったが，今や庶民層にもそうした文化が広まっているということであ
る。勤労を終え，自由な時間と金を手にしたわれわれは，「たった１度しかない人生」を楽しむべく，
プチ貴族として，かつての宮廷人のようにamour(rette)の幻園に遊ぶことができる。戦後の日本に蔓
延した性を享楽する風潮は，（Ａ）に指摘があるように，戦争・冷戦と資本主義文化の影響が無視でき
ないが，さらにその底には，こうした有閑階級的閑雅を模倣しようとする，どこかいじましい欲求も
あるように感じられる。
佐野眞一の労作ルポルタージュ『性の王国』（文藝春秋，1981）には幾つか印象的な話が収録されて
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いるが，次は，「セプテンバ ・ーセックス」の章で紹介されている，ある地方都市の特別養護老人ホー
ムに入れられている72歳の男性の事例である。
……大柄で，若い頃は芸者遊びに膏血をしぼったらしく，すっかりあぶらっ気の抜けきった端正な顔だちにその面
影が残っている。箱根で旅館を営んでいたが，五十一年に脳血栓で倒れ入園，妻は六十五歳，子供は一男一女ある。こ
のホームの男性入園者のなかでは唯ひとりのオムツ使用者である。
強度の右上下肢マヒ，言語障害もひどくほとんど聞きとることができない。便いじりも二日に一回はあり，ほとんど
きけない口で「オレのは金色だからきれいだ」といったり，壁やシーツに塗りたくったりする。とりわけ，面会にきた
妻が帰ったあとは激しい。
不思議なことに，排便も食事も自立もできないのに，妻が面会にきた晩，必ず夢精がみられる。マヒの状態からみて，
オナニーは考えられない。また，妻が面会にきた晩，獣のようなものすごいうなり声を一晩じゅうあげている。
佐野はこれを，「外部からはうかがい知ることのできない暗い万華鏡のような性の世界」の一例とし
て挙げている。日々傍で声を聞き匂いを嗅ぎながらこの男性に接していれば，確かにそのような暗い
印象に圧倒されてしまうであろうことは容易に想像がつく。しかし少し距離を置いて眺めてみれば，
この逸話ほど，性が人間の根源的なメディア―?“social animal”であるためのメディア―?であること
を，感動的に物語っているものは少ないかもしれない。この男性はそれほどまでに，妻である女性と
の根源的なコミュニケーションを求めたのであり，便いじりも，明らかにその代償行為になっている。
性に潜む猥雑なエネルギーを，完全に文明化したり，抹殺したりすることはできないし，またしな
いのが賢明というもの，無菌状態の中の人間は，虚弱と虚偽を宿命づけられてしまう。文明が虚相に
転じたとき，性は反逆の烽火を上げるための自然発火装置にもなっている。われわれのほとんどは，
文化によって増幅／抑制される，煩悩という名の自然な欲望に，鼻面を引き回されながら果てるのが
定め，巷間の処々に蟠踞する性的猥雑さに対しては，それらと交わって楽しむことができるのなら，
交わって猥雑に花を添えるもよかろうし，また個人として，「敬鬼神而遠之」という立場を取るのも，
それはそれで，今生のつつましい花と言うべきであろう。月並みな言種になってしまうが，両者相俟っ
てこそ，この世は曲がりなりにも，どうにかこうにか営まれているのに違いない。
（南谷覺正）
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